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表紙「石見保育園　年長さんの夢」
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昨年度
の
表紙

金田　空音くん

　昨年度（2020年６月号～2021年３月号）は長年にわたり日南町を支え、守ってくださっている
方々というテーマで表紙をお届けさせていただきました。表紙に取り上げきれなかった方々を含
め、日南町は多くの方の思いや行動が集まって成り立っているのだなと感じました。今年度は
“夢”をテーマにお届けすることを目標としています。

今月の
表紙 「石見保育園　年長さんの夢」

好きな食べ物：キウイ

将来の夢：絵描き屋さん

理由：絵で皆を喜ばせたいから

かねだ くおん

田邊悠太朗くん
好きな食べ物：モモ

将来の夢：パン屋さん

理由：パンが好きで、いろんな

　　　パンが好きだから

たなべ ゆうたろう

好きな食べ物：りんご

将来の夢：自衛隊

理由：みんなを助けたいから

ふじしま せんじゅ

素敵な夢を教えてくれました！卒園おめでとうございます。
これからも夢に向かって頑張ってください！

藤島　千寿くん

中田 真寿美先生
なかだ ますみ

担任

番外編

好きな食べ物:苺、団子
年長さんのころの将来の夢：国語の先生
今の夢：日南町から世界で活躍する子どもたちを育
　　　　てるお手伝いをすること
3人へ一言：シャイな3人ですが、自分らしさを忘れず､
　　　　　　仲間を大切に楽しんで生きていって
　　　　　  ください！



３　  広報にちなん 令和３年４月

新型コロナウイルス
ワクチン接種についてのお知らせ

令和３年３月12日現在

　日南町では、新型コロナウイルス感染症による死亡者や重症者の発生をできるだけ減ら
し、新型コロナウイルスのまん延防止を図るため、安全で円滑なワクチン接種を行うため
の準備を進めています。接種方法については、未確定な部分もありますが、現在決定して
いることについてお知らせいたします。
　接種にあたっては、国の方針の変更や、当面、確保できるワクチンの量に限りがあり、
その供給も順次行われる見通しであることから、以下の内容は今後見直される可能性があ
ります。変更等ありましたら、広報にちなん、ちゃんねる日南、HP等でお知らせします。

日南町の高齢者ワクチン接種について

■対 象 者：令和３年度中に65歳以上に達する日南町の住民の方
　　　　　　※65歳以上とは：昭和32年４月１日以前に生まれた方。
　　　　　　※長期入院や長期入所など、やむを得ない事情による場合は住民票所在地以外でも
　　　　　　　ワクチン接種を受けることができます。
■接種会場：日南病院　
　　　　　　※高齢者の方で「施設等に入所の方」は、入所施設での接種を調整中です。
■接 種 日：4月24日土曜日から、土曜日と日曜日を利用して接種します。
　　　　　　※ただし、5月以降の接種日（土曜日、日曜日）は調整中です。
■接種回数：１人２回の接種。通常、３週間程度の間隔をあけて２回目を接種します。
■接種費用：無料（国が全額負担）
■接種案内：①通知（クーポン券、予診票、案内通知など）を郵送する予定です。（4月上旬）
　　　　　　②接種を希望される方は、事前にお申込みをいただきます。
　　　　　　　接種日及び予約方法は、案内通知に記載しますのでご確認ください。

日南町では、ただ今準備を進めています。詳細が決まりましたら、随時お知らせしていきます。

【重要!!】事前に「かかりつけ医」とのご相談をお願いします。

　接種については、接種を受けられる方の同意がある場合に限り行います。また、ワク
チン接種について十分ご理解いただくと共に、ご自身のお身体や病気の状況をよく把握
いただいている、かかりつけ医と必ず事前のご相談をお願いいたします。
※予診票（一部抜粋）では以下の内容を記入します。かかりつけ医とご確認ください。

＜厚生労働省新型コロナワクチンコールセンター＞
電話番号：フリーダイヤル0120－76－1770
受付時間：９時00分～21時00分（平日・土日・祝日）
相談内容：新型コロナワクチンに関すること

【お問い合わせ先】

＜日南町健康福祉センターほほえみの里(福祉保健課)＞
電話番号：82-0374
受付時間：８時15分～17時00分（平日）
相談内容：新型コロナワクチン接種に関すること



令
和
３
年
度
施
政
方
針
策
定
に
あ
た
っ
て

　
平
成
30
年
に
町
の
行
政
を
預
か

り
、
任
期
も
折
り
返
し
地
点
を
迎

え
ま
し
た
。
人
口
減
少
時
代
と
な

り
、
少
子
化
、
担
い
手
不
足
、
労

働
力
不
足
と
い
う
大
き
な
局
面
を

迎
え
て
い
ま
す
。
時
代
に
合
わ
せ
た
様
々
な
分
野
で
の

見
直
し
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
町
民
の
皆
さ
ま
と
力

を
合
わ
せ
て
、
豊
か
さ
を
実
感
し
誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
に
、
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
の
で
、
何
卒
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

町
政
運
営
の
基
本
方
針

　
町
民
が
豊
か
さ
を
感
じ
、
誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
て
、
引
き
続
き
「
産
業
振
興
＝
し
ご
と｣

、｢

町
民
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
＝
ま
ち｣

、

「
心
豊
か
に
生
き
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
＝
ひ
と
」
を

町
政
の
柱
と
し
て
進
め
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
開
発
目
標
の
推
進
と
脱
炭
素
社
会
へ
の
参
画
等

様
々
な
分
野
で
の
ビ
ジ
ョ
ン
づ
く
り
と
実
践
に
向
け
て

「
縮
み
な
が
ら
も
成
長
す
る
」
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、

次
世
代
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。
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特集  令和3年度施政方針

令和３年度施政方針
～豊かさを実感し誇れるまちづくりを～

農
業
に
つ
い
て

　農
業
分
野
で
は
、
現
在
、
農
業
者
の
高

齢
化
や
認
定
農
業
者
、
農
業
法
人
と
い
っ

た
担
い
手
へ
の
集
約
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

世
界
的
に
見
れ
ば
農
業
は
成
長
産
業
で
す

が
、
小
規
模
・
個
人
で
経
営
す
る
と
い
う

前
提
で
の
成
長
は
困
難
で
す
。
農
業
を
基

幹
産
業
と
す
る
町
の
役
割
と
し
て
、
経
営

農
地
の
維
持
及
び
経
営
の
効
率
化
を
目
標

に
掲
げ
て
い
き
ま
す
。
担
い
手
と
し
て
の

農
業
研
修
生
の
採
用
状
況
は
、
現
時
点
で

３
名
を
予
定
し
て
お
り
、
し
っ
か
り
と
研

修
生
を
育
て
て
い
き
ま
す
。
補
助
事
業
の

見
直
し
と
し
て
米
検
査
料
助
成
に
つ
い
て
、

所
期
の
目
的
が
達
成
し
た
も
の
と
考
え
廃

止
し
、
新
た
に
収
入
保
険
制
度
加
入
に
助

成
を
行
い
農
業
経
営
の
持
続
を
支
援
し
ま

す
。

林
業
に
つ
い
て

　続
い
て
林
業
分
野
で
す
が
、
町
と
し
て

引
き
続
き
成
長
産
業
と
し
て
間
伐
や
皆
伐

再
造
林
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
近
年
県

内
で
の
苗
木
生
産
量
不
足
の
状
況
に
か
ん

が
み
、
町
内
で
コ
ン
テ
ナ
苗
木
生
産
計
画

が
あ
り
、
安
定
し
た
苗
木
の
確
保
と
、
再

造
林
の
動
き
を
加
速
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

森
林
の
二
酸
化
炭
素
吸
収
機
能
の
向
上
に

貢
献
で
き
る
も
の
と
期
待
し
支
援
し
て
い

き
ま
す
。
担
い
手
の
状
況
で
す
が
、
林
業

ア
カ
デ
ミ
ー
で
は
現
在
の
２
期
生
７
人
中

４
人
が
町
内
企
業
等
に
就
職
・
定
住
の
見

込
み
で
す
。
こ
の
春
の
入
学
は
現
在
13
人

を
内
定
し
て
お
り
、
し
っ
か
り
と
指
導
し
、

今
後
の
安
定
し
た
学
校
運
営
と
林
業
の
担

い
手
育
成
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

医
療
・
介
護
分
野
に
つ
い
て

　日
南
病
院
で
は
２
０
２
３
年
度
末
の
介

護
療
養
病
床
廃
止
に
向
け
て
の
病
床
転
換

を
は
じ
め
、
西
部
圏
域
で
の
地
域
連
携
の

在
り
方
や
経
営
戦
略
に
つ
い
て
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
組
織
を
立
ち
上
げ
鋭
意
進
め
て
い
ま

す
。　令

和
３
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
集
団
接
種
医
療
機
関
と
し
て
の
役
割
を

担
い
、
ス
ム
ー
ズ
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
向

け
て
準
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
一
人
で

も
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
に
接
種
い
た
だ

く
よ
う
尽
力
し
て
い
き
ま
す
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

　令
和
３
年
度
、
情
報
化
の
一
環
と
し
て

町
内
で
展
開
す
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
、
現
在
商
工
会
等
が
導

入
さ
れ
て
い
る
ポ
イ
ン
ト
制
度
も
統
合
し

た
地
域
ポ
イ
ン
ト
（
地
域
通
貨
）
の
仕
組

み
を
構
築
し
、
町
内
経
済
循
環
の
活
性
化

に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　町
内
各
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
は
、

現
在
町
内
全
７
地
域
で
令
和
３
年
度
か
ら

の
「
５
か
年
計
画
」
を
作
成
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
の
意

見
交
換
の
中
で
も
「
人
口
減
少
に
よ
る
集

落
の
生
活
支
援
機
能
の
低
下
や
組
織
の
維

持
力
の
低
下
」
を
危
惧
さ
れ
る
声
が
大
き

く
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
今
後
町
財

政
も
厳
し
さ
を
増
す
中
、
地
域
の
暮
ら
し

を
支
え
る
住
民
共
助
の
仕
組
み
づ
く
り
と

地
域
運
営
組
織
へ
の
支
援
の
在
り
方
な
ど

が
課
題
と
と
ら
え
て
い
ま
す
。
意
見
に
も

出
て
き
ま
し
た
が
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

制
度
の
活
用
を
検
討
し
た
い
と
考
え
て
お

り
、
地
域
で
の
議
論
も
お
願
い
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

道
路
・
公
園
整
備
に
つ
い
て

　国
土
調
査
事
業
や
林
道
船
通
山
線
落
石

対
策
事
業
、
林
道
内
方
線
開
設
、
町
道
生

山
印
賀
線
・
大
菅
阿
毘
縁
線
道
路
新
設
改

良
事
業
な
ど
の
事
業
推
進
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
子
育
て
世
代
か
ら
も
要
望

の
多
い
公
園
環
境
整
備
と
し
て
、
菅
沢
ち

び
っ
こ
公
園
の
一
部
を
改
修
し
、
親
子
等

で
楽
し
い
時
間
が
過
ご
せ
る
場
づ
く
り
に

取
り
組
み
ま
す
。

町
内
の
住
ま
い
に
つ
い
て

　最
近
個
人
や
町
内
の
企
業
の
皆
さ
ま
か

ら
、
町
内
に
住
ま
い
を
求
め
て
も
な
か
な

か
良
い
物
件
が
な
い
と
い
う
声
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
農
・
林
業
の
町
内
就
職
者

町
民
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
健
康
な

ま
ち
づ
く
り
（
ま
ち
）

（
ひ
と
）

〜
皆
が
明
る
く
健
康
な

　
　
　
　生
活
が
送
れ
る
ま
ち
に
〜

豊
か
に
生
き
る
協
働
の

ま
ち
づ
く
り

〜
町
民
総
活
躍
の
「
創
造
的
過
疎
」
へ
〜

を
は
じ
め
、
様
々
な
業
種
で
転
入
者
が
あ

る
中
で
、
住
ま
い
に
関
し
て
需
要
と
供
給

が
整
っ
て
い
ま
せ
ん
。
住
ま
い
の
確
保
に

力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

グ
リ
ー
ン
ド
リ
ー
ム
計
画
（
仮
称
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　に
つ
い
て

　日
南
町
は
「
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
ゼ
ロ

を
目
指
す
自
治
体
」
と
し
て
こ
こ
に
宣
言

を
い
た
し
ま
す
。
町
内
の
二
酸
化
炭
素
森

林
吸
収
量
は
す
で
に
吸
収
優
位
な
現
状
で

す
。
今
後
大
事
な
の
は
、
排
出
ガ
ス
の
軽

減
行
動
と
と
も
に
、
森
林
の
持
つ
Ｃ
Ｏ
２

吸
収
量
を
更
に
伸
ば
し
て
い
く
こ
と
で
あ

り
、
こ
の
こ
と
は
森
林
を
多
く
保
有
す
る

地
方
に
課
せ
ら
れ
た
役
割
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。
今
年
度
１
年
間
か
け
て
既
存
の
計

画
を
含
め
て
見
直
し
を
行
い
、
実
施
可
能

な
計
画
（
仮
称

：

グ
リ
ー
ン
ド
リ
ー
ム
計

画
）
づ
く
り
を
し
て
い
き
ま
す
。

移
住
定
住
事
業
に
つ
い
て

　令
和
３
年
度
は
、
既
存
の
青
年
結
婚
・

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
促
進
事
業
の
各
種
補
助
金
の

拡
充
を
行
い
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
移

住
・
定
住
に
つ
な
が
る
こ
と
を
狙
う
と
と

も
に
、
多
様
な
移
住
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た

め
、
住
ま
い
に
関
連
し
て
の
空
き
家
活
用
、

就
労
、
移
住
定
住
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

業
務
等
の
体
制
を
見
直
し
、
人
口
の
増
加

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

教
育
に
つ
い
て

　４
月
か
ら
保
育
園
を
教
育
委
員
会
所
管

と
し
、
小
中
学
校
教
員
と
保
育
士
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
構
築
や
保
小
中
連
携

の
中
で
の
学
び
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
づ
く
り

な
ど
を
行
い
、
令
和
４
年
度
に
は
、
「
幼

保
型
認
定
こ
ど
も
園
」
の
開
設
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
小
学
校
に
特
別
支

援
教
育
支
援
員
を
１
名
増
員
し
て
指
導
体

制
強
化
を
図
り
、
学
ぶ
環
境
の
充
実
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て
、

令
和
４
年
１
月
開
設
を
目
指
し
て
お
り
、

学
校
の
課
題
に
対
し
て
学
校
と
地
域
住
民

が
協
議
す
る
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

社
会
教
育
や
ふ
る
さ
と
教
育
な
ど
に
も
力

を
入
れ
、
オ
ー
ル
日
南
で
「
日
南
大
学
構

想
」
を
目
標
と
す
る
と
と
も
に
、
大
人
の

学
び
に
も
つ
な
げ
て
い
く
よ
う
に
尽
力
し

て
い
き
ま
す
。

※

一
部
抜
粋
し
て
い
ま
す
。
全
文
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

(

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
∨
議
会
事
務
局
∨
情
報
公
開)

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

健
康
な
ま
ち
づ
く
り

産
業
振
興

ひと まち しごと

産
業
振
興
（
し
ご
と
）

〜
第
一
次
産
業
を
盛
り
上
げ
、

　
　
　
　
　
　町
を
元
気
に
〜



令
和
３
年
度
施
政
方
針
策
定
に
あ
た
っ
て

　
平
成
30
年
に
町
の
行
政
を
預
か

り
、
任
期
も
折
り
返
し
地
点
を
迎

え
ま
し
た
。
人
口
減
少
時
代
と
な

り
、
少
子
化
、
担
い
手
不
足
、
労

働
力
不
足
と
い
う
大
き
な
局
面
を

迎
え
て
い
ま
す
。
時
代
に
合
わ
せ
た
様
々
な
分
野
で
の

見
直
し
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
町
民
の
皆
さ
ま
と
力

を
合
わ
せ
て
、
豊
か
さ
を
実
感
し
誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
に
、
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
の
で
、
何
卒
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

町
政
運
営
の
基
本
方
針

　
町
民
が
豊
か
さ
を
感
じ
、
誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
て
、
引
き
続
き
「
産
業
振
興
＝
し
ご
と｣

、｢

町
民
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
＝
ま
ち｣

、

「
心
豊
か
に
生
き
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
＝
ひ
と
」
を

町
政
の
柱
と
し
て
進
め
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
開
発
目
標
の
推
進
と
脱
炭
素
社
会
へ
の
参
画
等

様
々
な
分
野
で
の
ビ
ジ
ョ
ン
づ
く
り
と
実
践
に
向
け
て

「
縮
み
な
が
ら
も
成
長
す
る
」
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、

次
世
代
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。
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特集  令和3年度施政方針

令和３年度施政方針
～豊かさを実感し誇れるまちづくりを～

農
業
に
つ
い
て

　農
業
分
野
で
は
、
現
在
、
農
業
者
の
高

齢
化
や
認
定
農
業
者
、
農
業
法
人
と
い
っ

た
担
い
手
へ
の
集
約
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

世
界
的
に
見
れ
ば
農
業
は
成
長
産
業
で
す

が
、
小
規
模
・
個
人
で
経
営
す
る
と
い
う

前
提
で
の
成
長
は
困
難
で
す
。
農
業
を
基

幹
産
業
と
す
る
町
の
役
割
と
し
て
、
経
営

農
地
の
維
持
及
び
経
営
の
効
率
化
を
目
標

に
掲
げ
て
い
き
ま
す
。
担
い
手
と
し
て
の

農
業
研
修
生
の
採
用
状
況
は
、
現
時
点
で

３
名
を
予
定
し
て
お
り
、
し
っ
か
り
と
研

修
生
を
育
て
て
い
き
ま
す
。
補
助
事
業
の

見
直
し
と
し
て
米
検
査
料
助
成
に
つ
い
て
、

所
期
の
目
的
が
達
成
し
た
も
の
と
考
え
廃

止
し
、
新
た
に
収
入
保
険
制
度
加
入
に
助

成
を
行
い
農
業
経
営
の
持
続
を
支
援
し
ま

す
。

林
業
に
つ
い
て

　続
い
て
林
業
分
野
で
す
が
、
町
と
し
て

引
き
続
き
成
長
産
業
と
し
て
間
伐
や
皆
伐

再
造
林
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
近
年
県

内
で
の
苗
木
生
産
量
不
足
の
状
況
に
か
ん

が
み
、
町
内
で
コ
ン
テ
ナ
苗
木
生
産
計
画

が
あ
り
、
安
定
し
た
苗
木
の
確
保
と
、
再

造
林
の
動
き
を
加
速
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

森
林
の
二
酸
化
炭
素
吸
収
機
能
の
向
上
に

貢
献
で
き
る
も
の
と
期
待
し
支
援
し
て
い

き
ま
す
。
担
い
手
の
状
況
で
す
が
、
林
業

ア
カ
デ
ミ
ー
で
は
現
在
の
２
期
生
７
人
中

４
人
が
町
内
企
業
等
に
就
職
・
定
住
の
見

込
み
で
す
。
こ
の
春
の
入
学
は
現
在
13
人

を
内
定
し
て
お
り
、
し
っ
か
り
と
指
導
し
、

今
後
の
安
定
し
た
学
校
運
営
と
林
業
の
担

い
手
育
成
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

医
療
・
介
護
分
野
に
つ
い
て

　日
南
病
院
で
は
２
０
２
３
年
度
末
の
介

護
療
養
病
床
廃
止
に
向
け
て
の
病
床
転
換

を
は
じ
め
、
西
部
圏
域
で
の
地
域
連
携
の

在
り
方
や
経
営
戦
略
に
つ
い
て
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
組
織
を
立
ち
上
げ
鋭
意
進
め
て
い
ま

す
。　令

和
３
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
集
団
接
種
医
療
機
関
と
し
て
の
役
割
を

担
い
、
ス
ム
ー
ズ
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
向

け
て
準
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
一
人
で

も
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
に
接
種
い
た
だ

く
よ
う
尽
力
し
て
い
き
ま
す
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

　令
和
３
年
度
、
情
報
化
の
一
環
と
し
て

町
内
で
展
開
す
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
、
現
在
商
工
会
等
が
導

入
さ
れ
て
い
る
ポ
イ
ン
ト
制
度
も
統
合
し

た
地
域
ポ
イ
ン
ト
（
地
域
通
貨
）
の
仕
組

み
を
構
築
し
、
町
内
経
済
循
環
の
活
性
化

に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　町
内
各
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
は
、

現
在
町
内
全
７
地
域
で
令
和
３
年
度
か
ら

の
「
５
か
年
計
画
」
を
作
成
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
の
意

見
交
換
の
中
で
も
「
人
口
減
少
に
よ
る
集

落
の
生
活
支
援
機
能
の
低
下
や
組
織
の
維

持
力
の
低
下
」
を
危
惧
さ
れ
る
声
が
大
き

く
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
今
後
町
財

政
も
厳
し
さ
を
増
す
中
、
地
域
の
暮
ら
し

を
支
え
る
住
民
共
助
の
仕
組
み
づ
く
り
と

地
域
運
営
組
織
へ
の
支
援
の
在
り
方
な
ど

が
課
題
と
と
ら
え
て
い
ま
す
。
意
見
に
も

出
て
き
ま
し
た
が
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

制
度
の
活
用
を
検
討
し
た
い
と
考
え
て
お

り
、
地
域
で
の
議
論
も
お
願
い
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

道
路
・
公
園
整
備
に
つ
い
て

　国
土
調
査
事
業
や
林
道
船
通
山
線
落
石

対
策
事
業
、
林
道
内
方
線
開
設
、
町
道
生

山
印
賀
線
・
大
菅
阿
毘
縁
線
道
路
新
設
改

良
事
業
な
ど
の
事
業
推
進
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
子
育
て
世
代
か
ら
も
要
望

の
多
い
公
園
環
境
整
備
と
し
て
、
菅
沢
ち

び
っ
こ
公
園
の
一
部
を
改
修
し
、
親
子
等

で
楽
し
い
時
間
が
過
ご
せ
る
場
づ
く
り
に

取
り
組
み
ま
す
。

町
内
の
住
ま
い
に
つ
い
て

　最
近
個
人
や
町
内
の
企
業
の
皆
さ
ま
か

ら
、
町
内
に
住
ま
い
を
求
め
て
も
な
か
な

か
良
い
物
件
が
な
い
と
い
う
声
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
農
・
林
業
の
町
内
就
職
者

町
民
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
健
康
な

ま
ち
づ
く
り
（
ま
ち
）

（
ひ
と
）

〜
皆
が
明
る
く
健
康
な

　
　
　
　生
活
が
送
れ
る
ま
ち
に
〜

豊
か
に
生
き
る
協
働
の

ま
ち
づ
く
り

〜
町
民
総
活
躍
の
「
創
造
的
過
疎
」
へ
〜

を
は
じ
め
、
様
々
な
業
種
で
転
入
者
が
あ

る
中
で
、
住
ま
い
に
関
し
て
需
要
と
供
給

が
整
っ
て
い
ま
せ
ん
。
住
ま
い
の
確
保
に

力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

グ
リ
ー
ン
ド
リ
ー
ム
計
画
（
仮
称
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　に
つ
い
て

　日
南
町
は
「
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
ゼ
ロ

を
目
指
す
自
治
体
」
と
し
て
こ
こ
に
宣
言

を
い
た
し
ま
す
。
町
内
の
二
酸
化
炭
素
森

林
吸
収
量
は
す
で
に
吸
収
優
位
な
現
状
で

す
。
今
後
大
事
な
の
は
、
排
出
ガ
ス
の
軽

減
行
動
と
と
も
に
、
森
林
の
持
つ
Ｃ
Ｏ
２

吸
収
量
を
更
に
伸
ば
し
て
い
く
こ
と
で
あ

り
、
こ
の
こ
と
は
森
林
を
多
く
保
有
す
る

地
方
に
課
せ
ら
れ
た
役
割
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。
今
年
度
１
年
間
か
け
て
既
存
の
計

画
を
含
め
て
見
直
し
を
行
い
、
実
施
可
能

な
計
画
（
仮
称

：

グ
リ
ー
ン
ド
リ
ー
ム
計

画
）
づ
く
り
を
し
て
い
き
ま
す
。

移
住
定
住
事
業
に
つ
い
て

　令
和
３
年
度
は
、
既
存
の
青
年
結
婚
・

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
促
進
事
業
の
各
種
補
助
金
の

拡
充
を
行
い
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
移

住
・
定
住
に
つ
な
が
る
こ
と
を
狙
う
と
と

も
に
、
多
様
な
移
住
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た

め
、
住
ま
い
に
関
連
し
て
の
空
き
家
活
用
、

就
労
、
移
住
定
住
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

業
務
等
の
体
制
を
見
直
し
、
人
口
の
増
加

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

教
育
に
つ
い
て

　４
月
か
ら
保
育
園
を
教
育
委
員
会
所
管

と
し
、
小
中
学
校
教
員
と
保
育
士
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
構
築
や
保
小
中
連
携

の
中
で
の
学
び
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
づ
く
り

な
ど
を
行
い
、
令
和
４
年
度
に
は
、
「
幼

保
型
認
定
こ
ど
も
園
」
の
開
設
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
小
学
校
に
特
別
支

援
教
育
支
援
員
を
１
名
増
員
し
て
指
導
体

制
強
化
を
図
り
、
学
ぶ
環
境
の
充
実
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て
、

令
和
４
年
１
月
開
設
を
目
指
し
て
お
り
、

学
校
の
課
題
に
対
し
て
学
校
と
地
域
住
民

が
協
議
す
る
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

社
会
教
育
や
ふ
る
さ
と
教
育
な
ど
に
も
力

を
入
れ
、
オ
ー
ル
日
南
で
「
日
南
大
学
構

想
」
を
目
標
と
す
る
と
と
も
に
、
大
人
の

学
び
に
も
つ
な
げ
て
い
く
よ
う
に
尽
力
し

て
い
き
ま
す
。

※

一
部
抜
粋
し
て
い
ま
す
。
全
文
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

(

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
∨
議
会
事
務
局
∨
情
報
公
開)

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

健
康
な
ま
ち
づ
く
り

産
業
振
興

ひと まち しごと

産
業
振
興
（
し
ご
と
）

〜
第
一
次
産
業
を
盛
り
上
げ
、

　
　
　
　
　
　町
を
元
気
に
〜
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英語のポイント：「Daft Punk is an electronic music legend.」

Daft Punk: ダフトパンク　 is: は 　Electronic music: 電子音楽　 Legend:伝説

外国語指導助手
ハンセカーの Happy Column

This year in February, electronic music legends Daft Punk 
announced their retirement. In honor of them and their 
music, I want to talk about how amazing their music is. If 
you haven't heard of Daft Punk, I am sure you have 
heard their music before. Their music, which has its 
roots in the rock and underground French electronic 
mu s i c  s c e n e s ,  f o u nd  i t s  wa y  i n t o  ma i n s t r e am  
entertainment in the late 1990s and still remains to this 
day. However, what sets Daft Punk apart from other 
famous electronic artists is that, although their music has 
been successful in the mainstream music industry, they 
have still been able to preserve their unconventional yet 
incredibly compelling sound. If you listen to their songs 
“One More Time” and “Harder Better Faster Stronger” 
you will know exactly what I mean. In particular, I believe 
that Daft Punk's “Robot Rock'' demonstrates Daft 
Punk's electronic musical genius by their use of guitar 
and voice. In the beginning of “Robot Rock'', they loop 
an instrumental punchy guitar melody. However, as the 
song progresses, you start to think, “Is this guitar saying 
words? It sounds like it is saying Robot Rock!”. Then all 
of a sudden, a robot's voice comes in clearly singing 
"Robot Rock" with the guitar, confirming your thoughts. 
Robot Rock is an awesome song. Please give it a listen! 

　今年２月、伝説のテクノユニット「ダフトパンク」

が解散を発表しました。ダフトパンクに敬意を表し、

みなさんに彼らの素晴らしい音楽を紹介します。ダフ

トパンクという名前を聞いたことはなくても、必ず彼

らの音楽を耳にしたことがあると思います。ダフトパ

ンクの 音楽は、ロックとフランスの新しい電子音楽が

起源で、90年代の終わりに音楽業界の主流となり、今

でも強い影響力を感じます。音楽業界の主流となって

からも、彼らの音楽は型破りで面白いです。ダフトパ

ンクの「One More Time」と「Harder Better Faster 

Stronger」を聴いてもらえば、私の言いたいことがわ

かります。特に「Robot Rock」という曲でのギターと

声の使い方で、ダフトパンクの天才的な電子音楽能力

を見せつけられます。「Robot Rock」は力強いロック

ギターのメロディーの繰り返しで始まります。曲が続

くうちに「え？このロックギターが何か言っている？

“ロボットロック”と言っているみたい！」と感じま

す。そして、突然ロボットの声が入ってきて、はっき

りと“ロボットロック”と歌います。この曲はとても

かっこいいです。ぜひ聴いてみてください。 

　令
和
３
年
１
月
に
「
日
南
町
の
子
ど
も
の
教
育
在
り
方
検
討
会
答

申
」
が
町
長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
答
申
の
中
か
ら
、
社
会
教

育
に
関
わ
る
も
の
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

①
園
・
校
種
間
を
超
え
た
保
護
者
の
交
流
活
動
を
図
り
、
家
庭
教
育

　の
充
実
を
図
る
こ
と
。

②
持
続
可
能
な
「
ふ
る
さ
と
」
日
南
を
創
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
成

　す
る
こ
と
。

　○
「
日
南
学
」
、
「
木
育
」
を
保
育
園
か
ら
一
貫
し
て
取
り
組
み
、

　
　ま
ち
づ
く
り
の
土
台
を
形
成
す
る
こ
と
。

　○
「
日
南
学
」
、
「
木
育
」
を
社
会
教
育
に
も
結
び
つ
け
、
人
づ

　
　く
り
、
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す
こ
と
。

③
学
び
つ
づ
け
る
生
涯
学
習
「
日
南
大
学
」
を
構
想
し
、
実
現
を
図

　る
こ
と
。

第
１
回
目
の
今
回
は
、
「
家
庭
教
育
」
で
す
。
答
申
に
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　子
ど
も
に
起
こ
る
各
家
庭
の
問
題
を
、
そ
の
家
庭
独
自
の
問
題
や
特
有
の
個
人
的
な
課
題
と
し
て

受
け
止
め
る
の
で
は
な
く
、
ど
の
家
庭
に
も
起
こ
り
得
る
問
題
と
し
て
捉
え
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ

ら
の
問
題
を
地
域
社
会
の
問
題
と
し
て
受
け
止
め
、
解
決
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
言

い
換
え
れ
ば
、
家
庭
の
問
題
を
地
域
の
問
題
と
し
て
捉
え
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
・
行
政
等
が
一
丸

と
な
っ
て
解
決
に
取
り
組
む
こ
と
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

　こ
う
し
た
考
え
か
ら
、
家
庭
教
育
の
充
実
を
図
る
た
め
に
次
の
よ
う
な
対
策
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
日
常
生
活
の
中
で
大
人
が
よ
り
よ
い
人
間
関
係
の
モ
デ
ル
と
な
り
、
家
庭
、
学
校
及
び
地
域
で

　大
人
が
具
体
的
な
姿
を
示
し
て
い
く
。

○
学
校
・
家
庭
・
地
域
そ
れ
ぞ
れ
の
開
か
れ
た
人
間
関
係
の
構
築
が
不
可
欠
で
あ
る
。

○
地
域
住
民
を
講
師
と
し
た
人
々
の
ふ
れ
あ
い
や
学
年
を
超
え
た
交
流
の
機
会
が
期
待
さ
れ
、
保
・

　小
・
中
学
校
と
の
連
携
に
よ
る
家
庭
教
育
を
推
進
す
る
。

　令
和
３
年
度
か
ら
、
保
育
園
・
小
学
校
・
中
学
校
の
保
護
者
会
を
中
心
に
し
て
具
体
的
な
取
り
組

み
計
画
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　次
回
は
、
持
続
可
能
な
『
「
ふ
る
さ
と
」
日
南
』
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
す
。

90
No.

社
会
教
育
推
進
だ
よ
り

「
日
南
町
の
子
ど
も
の
教
育
在
り
方
検
討
会
答
申
」
に
み
る

　
社
会
教
育
（
そ
の
１
）
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※前号の答え　②70ｍ級ジャンプ
連絡先　教育委員会　82-1118　　コーディネーター荒金 敏文　携帯 080-5232-7712

　「前に学んだことや、昔の事柄をもう一度調べたり考えたりして、新たな

知識などを自分のものとする」という意味の四字熟語は何でしょう。私は

この熟語が好きで、日々の生活の中でも取り入れています。

①温故知新　　②自業自得　　③一期一会

クイズ 四字熟語編（本文にも取り入れました）

「生き抜く力」を育む保小中一貫教育

日南町の子どもの教育はどう在るべきか

　社会の変化に

伴って、子ども

を取り巻く環境

や教育内容も大

きく変わってき

ました。こうし

た変化の中で、

日南町の子どもの教育を見直すことを目的に、町長

からの諮問があり、「日南町の子どもの教育在り方

検討会」を開催することとなりました。検討会には

学識経験者、地域代表、保護者代表等、15名の委員

にご参加いただき、大変熱心に議論が行われました。

また、５回の検討会は町民の皆さんにも公開しまし

たので、毎回、傍聴していただいた方もありました。

　１月22日（金）には、在り方検討会の委員長であ

る矢部敏昭教授（鳥取大学地域学部）から中村町長

に答申が伝達されました。また、２月27日（土）に

は、日南町役場交流ホールを会場にシンポジウムを

開催し、教育関係者や町民の皆さんに向けて、委員

の皆さんから以下の内容について説明等をしていた

だきました。

　答申には、多くの町民の皆さんに関わっていただ

きながら、日南町全体で子どもを育てていくことの

重要性も示されています。今後は、答申に示された

教育の姿を実現するために、具体的な行動計画を作

成し、実行していくことになります。子どもの教育

に対して、ぜひご支援・ご協力をお願いいたします。

　答申は日南町教育委員会のホームページでご覧い

ただくことができます。また、シンポジウムの様子

はYouTube上で公開していますので、ぜひご覧下さ

い。

　１月に４年生以上の児童が大山でスキー教室を行いました。午前と午後では見違えるほど上達しまし

た。ぜひ、保護者の皆様にも参観していただきたかったなあと思いました。自分の子どもの上達ぶりを目

の前で見ると、「我が子もやるもんだな」と感心するはずです。旧小学校８校あった時代は、保護者の行

事参加は当たり前で「あなたの子どもは上手くなったな」などと盛り上がりました。当然慰労会もありま

したので、今後の学校教育について色々話し合ったものです。統合して一つの小学校になった今、この学

校をすばらしくしていくには、保護者同士、先生方とのコミュニケーションが必要です。運動会、校外体

験学習、子どもの成長が見られる場面は沢山あります。学校への不安や不満なことで意見もよく耳にする

ようになりましたが、逆のことを言うとそれだけ教育に熱心だということです。保護者の皆様、学校行事

に積極的に参加しましょう。学校を良くするのも悪くするのも保護者の支えにかかっています。一蓮托生

です。

　コミュニティ・スクール制度導入に向けて、住民の理解を得るため、講演会や意見交換会等様々な取り

組みを計画しています。これからの１年間でどうやって導入できるか？との声を聞くこともあります。意

見を聞き、熟議をしてこの制度が必要と思っていただけるようにさらに皆さんに声をかけていきます。

「オールにちなん」です。

【 お問い合せ】 日南町教育委員会 　８２- １１１８

地域コーディネーターだより

（１）答申の概要について
（２）オール日南の協働的教育環境について
（３）保・小・中一貫教育システムの在り方について
（４）「ふるさと」日南を創る０歳からのカリキュ
　　　ラムの在り方について
（５）答申内容の実現と課題について

＜日南町の子どもの教育在り方検討会シンポジウムの動画＞

https://youtu.be/TkqCIHZoswg



初のオンライン開催
野分の館碑前祭

寒さの中で心身を鍛える

　少林寺流空手道「錬守会館」鳥取地区本部（日南

支部長：舟越寛継さん）主催の空手寒稽古が行わ

れ、日野郡内の門下生約30人が1年間の練習の成果を

披露しました。今年は新型コロナウイルス感染症対

策を行いながらの開催でしたが、気合の入った杉板

割や、日野川浅瀬での寒稽古に観衆から拍手喝采が

起こりました。

１

29

まちの話題まちの話題

　世界的文豪・井上靖さん（日南町

名誉町民第１号）の命日に、井上さ

んを偲ぶ会「野分の館『碑前祭』」が

オンラインで開催されました。井上さん

は戦時中に家族と日南町（当時は福栄村）に疎開され

ていました。町では、井上さんの業績をたたえ、交流

の歴史を永遠に残すため「井上靖文学碑」「野分の

館」「詩碑」が建てられています。碑前祭は平成６年

から有志の方々が始め、平成21年からは野分の会

（会長：長谷川千明さん）が主催しています。今年は、

初のオンライン開催

となりましたが、コ

ロナ禍でも遠方のご

親族の方とつながる

ことができ、心温ま

る会となりました。

　1987年から交流が行われている宮崎県日南市に雪を

送るため、日南小学校１年生が張り切って発砲スチ

ロールに雪を詰めました。児童は、「雪が降らないな

んてびっくり、南の暖かいところにある県なんだっ

て」と驚きながらも日南市に思いを馳せながら雪を集

めました。小学生が詰めた３箱に加え、日南町商工会

が５箱準備し、計８箱が送られました。

日南町消防団が
優良消防団表彰を受けました

　鳥取県消防大会が開催され、日南町消防団が優良

消防団として県消防協会から表彰旗表彰を受けまし

た。この表彰は無火災や火災減少、また消防任務遂

行の著しい業績がある消防団に対して授与されるも

のです。県下でも火災の少ない現状、火災や災害等

での活躍、また操法大会での優秀な成績が評価さ

れ、昭和44年以来２回目の受賞となりました。この

度の受賞について

木山宗司消防団長

は「消防団の活動

が評価され嬉しく

思う。今後も町民

の安心安全のた

め、日々の訓練に

努めていきたい」

と話されました｡

論文「自然と共存し人に優しい農業とは」日本で
優秀な5人に選ばれる

  広報にちなん令和３年４月　  ８

いのうえ やすし

はせがわ ちあき

１

31

２

５

２

16

宮崎県日南市へ雪を送る
２

４

ふなこし ひろつぐ

　日野郡３町公設塾「まなびや縁側」の

塾生であり、高校1年生の白迫健翔さん

が、金融と経済を考える第18回高校生小

論文コンクールで1802点の中から日本銀

行総裁賞を受賞され、授与式が行われま

した。白迫さんは、まなびや縁側の活動

として、「自然と共存し人に優しい農業とは」をテーマに日南町のさまざまな農家

をまわって勉強していることについて論文にまとめられました。授賞式では、「み

なさんの協力があって受賞できた。これからも農業の知識を身に付けて夢を実現

できるように頑張りたい」と話され、夏からお世話になっている坪倉農園の坪倉昌

さん、京子さんからの花束贈呈に笑顔を浮かべました。

しろさこ けんと

つぼくら まさし

きょうこ

きやま むねし



J―クレクレジット
一か月に3件の売買契約

　２月の間に３件のJ-クレジット売買契約があり、それぞれ

調印式が行われました。

　２月１日には、有限会社福井事務機（代表取締役：福井孝幸

さん）と、５t（CO2吸収量・44,000円）の契約・調印式が行わ

れ、福井孝幸代表取締役、また同社とのマッチングをいただ

いた山陰合同銀行山根寛樹米子西支店長にご出席いただきました｡

　２月18日には、リバース有限会社（代表取締役：長棟信泰さ

ん）と、100t（CO2吸収量・880,000円）の契約・調印式が行わ

れ、長棟信泰代表取締役、また同社とのマッチングをいただい

た山陰合同銀行山根寛樹米子西支店長にご出席いただきました。

　２月26日には株式会社目久美（代表取締役：野上一成さん）

と、８t(CO2吸収量・70,400円)の契約・調印式が行われ、野上

一成代表取締役、また同社とのマッチングをいただいた山陰合

同銀行今井信行米子東支店長にご出席いただきました。

24年続く秘訣は「仲間のすばらしさ」
花月風会 表彰受賞

　大正琴の愛好者サークル「花月風会｣(代表：澤田君江

さん）が令和２年度鳥取県西部地区町村社会教育協議会

会長表彰を受賞されました。「花月風会」は平成８年か

ら24年の長きにわたる活動を継続しており、近年はド

ラム奏者、尺八、三味線の奏者とコラボレーションに取

り組むなど新たな試みにも挑戦しています。長らくサー

クルを維持してきた和の精神と演奏技術向上にむけた鍛

錬が称されました。会を代表して山田玲子さんは、

「24年間続いているのは仲間が素晴らしいから。皆の

顔を見ると気持ちがなごむ。これからは発表会ができる

よう頑張っていきたい。メンバーも募集しています」と

話されました。

地域の活性化とスポーツの発展に貢献
ふるさと大賞受賞

　「日本海新聞ふるさと大賞2020日南町の部」にお

いて、カネナリ会（山上）が地域貢献賞を、高校3年

生の淺田夏光（石見）さんがスポーツ功労賞を受賞

され、表彰式が行われました。カネナリ会は常佳寺

（茶屋）の住職が亡くなられたことをきっかけに、

地元のメンバーが交替で平成16年から毎朝・夕２回

鐘を響かせています。淺田夏光さんは幼少期からス

キーを続け、国体・インターハイなど全国大会に連

続出場を果たす活躍をされました。

９　  広報にちなん令和３年４月

12

14
２

21
12

14
２

26

まちの話題まちの話題

Ｊ－クレジット制度とは
Ｊ－クレジット制度とは二酸化炭素(CO2)の削減量・吸収量を認定し売買を可能とした制度です。日南町では、

林業振興や環境保全、生態系の維持を目的に平成25年から国によるJ-クレジット制度を取得し、１t(CO2吸収量)

あたり8,000円（税別）で県内外の多くの企業に販売しています。

あさだ なつき

さわだ きみえ

やまだ れいこ

ふくい たかゆき

ひろきやまね

おさむね のぶやす

のがみ かずなり

いまい のぶゆき

12

14
２

１
２

18
２

26
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　３
月
９
日
の
講
座
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍

が
女
性
の
暮
ら
し
に
ど
ん
な
影
響
を
与

え
て
い
る
か
、
ま
た
、
国
の
掲
げ
る

「
男
女
共
同
参
画
」
や
「
女
性
活
躍
」

の
推
進
の
現
状
を
考
え
ま
し
た
。

　コ
ロ
ナ
禍
が
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る

女
性
を
取
り
巻
く
問
題
の
ひ
と
つ
め
は
、

就
労
の
問
題
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
近

年
、
女
性
活
躍
の
取
り
組
み
の
成
果
と

し
て
女
性
の
就
労
が
増
え
て
い
る
と
言

わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
内
容
は
パ
ー
ト
、

ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
の
非
正
規
雇
用
が
多

い
よ
う
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
は
経
済
を
停

滞
さ
せ
て
い
ま
す
。
経
営
主
が
経
費
を

抑
え
る
た
め
最
初
に
手
を
付
け
る
の
は

第
10
回
ふ
れ
あ
い
人
権
講
座

４
月
の
人
権
相
談
・
行
政
相
談

第
９
回
ふ
れ
あ
い
人
権
講
座

「
コ
ロ
ナ
禍
の
女
性
を
考
え
る
」

モ
ン
ゴ
ル
出
身
で
歌
の
大
好
き
な
ノ
ミ

ン
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
多
様
性

や
人
権
も
ち
ょ
っ
ぴ
り
絡
め
つ
つ
、
楽

し
い
夕
べ
に
な
る
よ
う
準
備
中
で
す
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日

　時

　３
月
30
日
（
火
）

　
　
　
　午
後
６
時
〜
７
時
30
分

会

　場

　日
南
町
人
権
セ
ン
タ
ー

歌

　日
南
町
交
流
支
援
員

　
　エ
レ
デ
ネ
ジ
ャ
ブ
・
ノ
ミ
ン
さ
ん

日

　時

　４
月
９
日
（
金
）

　
　
　
　午
前
９
時
〜
12
時

会

　場

　子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

☆
予
約
は
不
要
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

「
出
張
弁
護
士
な
ん
で
も
相
談
」
も

同
日
午
後
２
時
〜
４
時
ま
で
あ
り
ま

す
。
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
人
権
セ

ン
タ
ー
ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

「
ノ
ミ
ン
さ
ん
の
歌
の
コ
ン
サ
ー
ト
」
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【
次
回
予
告
】

〜
男
女
共
同
参
画
・
女
性
活
躍
の
現
状
〜

〜
ち
ょ
っ
と
多
様
性
ち
ょ
っ
と
人
権
〜

非
正
規
雇
用
の
解
雇
や
雇
い
止
め
で
す
。

結
果
、
女
性
や
外
国
人
労
働
者
（
研
修

生
）
が
経
済
的
困
難
に
追
い
込
ま
れ
ま

す
。
女
性
の
ひ
と
り
親
世
帯
は
影
響
を

強
く
受
け
る
と
考
え
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

ま
た
、
学
校
の
休
校
や
、
在
宅
勤
務
、

外
出
の
自
粛
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
巣
ご
も

り
に
よ
っ
て
家
事
労
働
は
重
く
な
っ
て

い
ま
す
。
家
事
や
家
族
の
ス
ト
レ
ス
を

受
け
止
め
る
立
場
が
女
性
で
あ
る
ケ
ー

ス
は
多
く
、
心
身
へ
の
負
荷
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
家
庭
内
暴
力
や
児
童
虐
待

の
き
っ
か
け
に
な
る
可
能
性
も
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
に
は
性
差

（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）
の
平
等
が
叫
ば
れ
る

現
代
で
も
社
会
が
危
機
に
見
舞
わ
れ
る

と
、
女
性
に
し
わ
寄
せ
が
来
る
現
実
が

見
え
ま
す
。

【
選
択
的
夫
婦
別
姓
の
こ
と
】

　男
女
共
同
参
画
や
女
性
活
躍
を
含
め

た
性
差
平
等
の
実
現
の
た
め
に
「
選
択

的
夫
婦
別
姓
」
が
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。

結
婚
に
よ
り
姓
が
変
わ
れ
ば
、
社
会
的

に
も
内
面
的
に
も
影
響
が
あ
り
ま
す
。

女
性
に
限
り
ま
せ
ん
が
、
性
別
に
関
わ

ら
ず
自
分
自
身
と
し
て
生
き
て
い
く
性

差
平
等
へ
の
制
度
的
第
一
歩
と
い
う
主

張
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
国
政
を
担

う
立
場
の
方
々
か
ら
の
反
対
意
見
が
あ

り
、
そ
の
中
に
は
幾
人
も
女
性
が
お
ら

れ
ま
す
。
制
度
変
更
の
実
務
的
な
難
し

さ
や
家
族
観
が
変
わ
る
と
い
う
危
惧
が

理
由
の
よ
う
で
す
。
こ
の
状
況
は
日
本

の
男
女
共
同
参
画
、
女
性
活
躍
の
あ
り

方
を
、
あ
ら
た
め
て
問
い
か
け
て
き
ま

す
。

【
参
加
さ
れ
た
方
の
感
想
か
ら
】

・
「
多
様
性
の
受
け
入
れ
」
は
大
き
な

課
題
で
、
様
々
な
人
権
問
題
に
通
じ
る

も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

・
コ
ロ
ナ
禍
で
の
生
活
変
化
は
、
男
女

共
同
参
画
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

・
コ
ロ
ナ
禍
以
外
の
話
、
多
様
性
の
話

に
も
広
が
り
良
か
っ
た
で
す
。
政
治
の

事
、
家
庭
の
事
、
外
国
の
こ
と
ま
で
話

が
深
ま
り
ま
し
た
。

▲ＳＤＧｓ目標５「性差の平等を」
　日本の格差解消度は世界121位
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こ
れ
ま
で
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の

野
生
動
物
に
つ
い
て
書
い
て
き

ま
し
た
が
、
意
外
と
扱
っ
て
い

な
い
の
が
ニ
ホ
ン
ジ
カ
で
す
。

今
回
は
シ
カ
っ
て
ど
ん
な
動

物
？
と
素
朴
な
質
問
を
い
た
だ

い
た
の
で
、
ざ
っ
く
り
紹
介
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ニ
ホ
ン
ジ
カ
と
名
前
に
「
ニ

ホ
ン
」
が
入
っ
て
い
ま
す
が
、

日
本
の
固
有
種
で
は
な
く
、
ロ

シ
ア
や
中
国
な
ど
東
ア
ジ
ア
に

広
く
分
布
し
て
い
ま
す
。
日
本

で
は
全
国
に
分
布
し
、
７
種
の

地
域
亜
種(

エ
ゾ
ジ
カ
、
ツ
シ
マ

ジ
カ
な
ど)

が
い
ま
す
。
一
般
的

に
ニ
ホ
ン
ジ
カ
と
い
う
と
本
州

に
住
む
ホ
ン
シ
ュ
ウ
ジ
カ
を
指

し
ま
す
。
今
回
は
ニ
ホ
ン
ジ
カ

を
略
し
て
「
シ
カ
」
と
呼
ぶ
こ

と
に
し
ま
す
。

　
オ
ス
ジ
カ
は
頭
に
角
が
あ
り
、

こ
の
角
は
１
歳
ご
ろ
か
ら
生
え

は
じ
め
、
毎
年
生
え
変
わ
り
ま

す
。
は
じ
め
は
下
の
写
真
の
よ

う
に
丸
み
を
帯
び
た
柔
ら
か
い

袋
状
の
角
が
伸
び
て
い
き
、
次

第
に
固
く
な
り
、
皆
様
ご
存
じ

の
シ
カ
の
角
が
出
来
上
が
り
ま

す
。
春
ご
ろ
に
は
角
の
根
元
か

ら
ポ
ロ
リ
と
落
下
す
る
の
で
、

春
先
の
山
を
歩
く
と
落
ち
た

角
を
見
つ
け
ら
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　
ち
な
み
に
こ
の
角
の
先
端

の
分
岐
の
数
で
年
齢
を
推
定

で
き
ま
す
。
分
岐
の
な
い
１

本
角
な
ら
１
歳
、
分
岐
が
１

つ
な
ら
２
歳
、
と
１
年
ご
と

に
分
岐
が
増
え
ま
す
。
た
だ

分
岐
が
３
つ
以
上
に
な
る
こ

と
は
な
い
の
で
、
４
年
目
か

ら
は
４
歳
以
上
と
し
か
判
断

で
き
な
く
な
り
ま
す
。
と
こ

ろ
で
大
人
か
子
ど
も
の
見
分

け
に
「
鹿
の
子
模
様(

体
の
白

い
斑
点)

」
で
判
断
す
れ
ば
？

と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
あ
の
模
様
は
夏
毛
か

冬
毛
の
違
い
な
の
で
、
子
ど

も
で
も
大
人
で
も
夏
に
は
あ

の
白
い
模
様
が
浮
か
ん
で
い

ま
す
の
で
、
残
念
な
が
ら
判

断
材
料
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
次
回
は
「
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の

生
態
編
」
で
す
。

獣害対策
最前線

シカって
どんな動物？
日野郡鳥獣被害対策協議会
実施隊チーフ　木下卓也
【問い合わせ】72-1399

　
い
よ
い
よ
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
２
期
生
が
卒
業
し
ま

す
。
町
内
に
留
ま
る
学
生
は
４
名
で
、
残
り
の
３
名

は
県
内
外
で
林
業
を
し
ま
す
。
本
年
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
も
あ
り
、
授
業
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
変
更
が
相
次
ぎ
大
変
な
１
年
で
し
た

が
、
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
を
支
え
る
皆
様
の
お
か
げ
で

充
実
し
た
研
修
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
日
南

町
の
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
で
学
ん
だ
１
年
を
忘
れ
ず

に
、
長
く
林
業
を
続
け
て
地
域
や
日
本
の
林
業
の
た

め
に
働
い
て
貢
献
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
新
た

な
実
習
棟
の
完
成
な
ど
施
設
の
充
実
や
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
改
善
な
ど
、
今
後
も
研
修
内
容
の
さ
ら
な
る
充
実
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。
お
陰
様
で
３
期
生
は
13
人
の
入

学
が
決
ま
り
ま
し
た
。
例
年
よ
り
も
高
校
新
卒
者
が

多
く
、
今
ま
で
と
違
っ
た
授
業
も
取
り
入
れ
な
が

ら
、
人
材
育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
】

　https://nichinan-ipc.or.jp/forestry/

林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
奮
闘
記

に
ち
な
ん
中
国
山
地
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー

　
　
　
　
T
E
L   

８
４

－

０
０
７
０

問

２
期
生
が
卒
業

春
、
新
し
い
生
活
を

　
　
　
　始
め
る
人
に

　
春
は
進
学
、
就
職
な
ど
で
転
居
す
る
人
が
多
く
な
る
時

期
で
す
。
引
っ
越
し
し
た
ら
、
ま
ず
引
っ
越
し
先
に
ど
ん

な
危
険
が
あ
る
か
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
都
市
部
で
は
、
た
く
さ
ん
の
家
が
建
っ
て
い
る
街
並
み

で
も
、
人
が
安
全
に
住
む
の
に
適
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
も

多
く
あ
り
ま
す
。

　
普
段
は
便
利
な
都
会
で
も
、
ひ
と
た
び
電
気
、
水
道
な

ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
止
ま
れ
ば
脆
弱
で
、
生
活
に
大
き

な
支
障
が
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
、
引
っ
越
し
先
の
自
治
体

が
公
表
し
て
い
る
、
土
砂
災
害
・
洪
水
・
地
震
・
津
波
・

火
山
災
害
な
ど
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
も
と
に
、
新
し
く

住
む
と
こ
ろ
の
危
険
の
有
無
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
あ
わ
せ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
災
害
に
対
応
し
た
避
難
所
の

位
置
を
確
認
し
、
実
際
に
避
難
所
に
行
っ
て
み
る
こ
と
で
、

途
中
の
経
路
の
危
険
に
つ
い
て
も
理
解
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
危
険
が
迫
っ
た
時
、
日
南
町
の
よ
う
に
防
災
無
線
の
戸

別
受
信
機
が
整
備
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
少
な
く
、
屋
外

の
ス
ピ
ー
カ
ー
で
放
送
す
る
と
こ
ろ
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　
確
実
に
情
報
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
防
災
無
線
や
防
災

ア
プ
リ
な
ど
、
自
治
体
か
ら
の
危
険
を
知
ら
せ
る
情
報
を

受
け
る
手
段
も
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
離
れ
て
暮
ら
す
家
族
と
安
否
の
確
認
が
で
き
る
よ
う
に

災
害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
の
使
用
方
法
も
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　
新
し
く
住
む
と
こ
ろ
の
危
険
を
理
解
し
た
う
え
で
、
安

全
に
新
し
い
生
活
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

【
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
】

問
い
合
わ
せ
先
　

総
務
課
　
８
２―

１
１
１
１
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コロナ禍でも｢検診｣は必要です!!
　令和２年度は、新型コロナウイルスの感染拡大の影響を受け、全国的に検
診受診率が大幅に減少しました。日南町も例外ではなく、受診者数は減少し
ています。
　特に“がん”は症状が現れにくい病気であり、早期発見・早期治療が重要
です。受診を先延ばしにすると、がん発見の遅れにつながり、進行がんに
なってから発見される恐れもあります。がんなどの病気を早期発見するため
には、毎年検診を受けることが大切です。
　コロナ禍ではありますが､“検診は不要不急の検査ではありません”｡
　日南町では、集団検診・個別検診ともに、感染対策を取りながら実施して
います。昨年度受診を控えられたみなさまも、今年は検診を受けましょう！

４月から医療機関での個別検診を行います！
【受けられる検診内容】

日 南 病 院
日 野 病 院
江尾診療所
西 伯 病 院

開始時期医療機関 胃がん検診
(胃カメラのみ)

ピロリ菌抗体検査等
リスク層別化検査 子宮がん検診 乳がん検診

4月
4月
4月
6月

〇
〇
〇

〇
〇
〇

〇

〇 〇

※３ 西伯病院の胃がん検診については、実施を検討中です。
※２ ３年度より、日野病院で子宮がん検診、ピロリ菌抗体検査等リスク層別化検査が始まります。

【対象者】（無料）

胃がん検診
ピロリ菌抗体検査等
リスク層別化検査
子宮がん検診
乳がん検診

検査方法 対象者（年齢の基準日：令和4年3月31日時点の満年齢）種　類
胃内視鏡(胃カメラ)

血液検査(採血)

子宮頸部の細胞診など
マンモグラフィ

40歳以上
20～65歳

20歳以上の女性
40歳以上の奇数年齢の女性（２年に１回）

※50歳以上の方は、原則胃がん検診と合わせて受診

～令和３年度から集団検診は事前予約制になります～
　令和3年度の集団検診から、事前に予約受付を行い実施します。予約制導入に伴い、例年の各検診日にお
ける対象自治会の設定をなくし、全日程から受診を希望する検診日をお選びいただけるようになります。
　また予約制を導入することにより、検診会場での待ち時間の短縮や感染対策の強化を目指します。
　予約方法、予約期間等詳細については、広報にちなん5月号でお知らせしますのでご覧ください。

感染対策を徹底し、安心して受けられる検診を目指します。
令和３年度も検診会場でお会いしましょう。 問い合わせ先

福祉保健課　TEL　82-0374

田淵 沙希保健師

今年は

みんな
で

受けよ
うで！

※１ 日南病院、日野病院、江尾診療所では、4月から検診を開始します。受診を希望される方は、５月31日㈪までに、
　　 福祉保健課82-0374までご連絡ください。(定員に達した場合、ご希望に添えないことがございますので、予め
　　 ご了承ください。

※3

※1

※1 ※2※2

※1
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マイナンバーカードを利用して、
全国のコンビニエンスストアなどで、
各種証明書が取得できるように
なりました

日南町で
は

詳しくは日南町役場ホームページをご覧いただくか、住民課
までお問合せください。（TEL ８２－１１１２）

取得できる証明書と手数料〈日南町に住所登録をされている方〉
・住民票の写し　　300円（本人または本人と同一世帯の方）
　　　　　　　　　※転出された方や亡くなられた方の除票は発行できません。
・印鑑登録証明書　300円（本人のみ）
　　　　　　　　　※事前に印鑑登録が必要です。

午前6時30分から午後11時まで
　 ※店舗の営業時間が優先されます。
　　システムメンテナンス等により利用できない場合があります。

利用できる店舗

全国のローソン、セブンイレブン、ファミリーマート、イオンなど、店内にマルチ
コピー機が設置されている約55,000店舗でご利用いただけます。

マルチコピー機の「行政サービス」を選択後、画面案内に従って操作します。マイ
ナンバーカードの読み取り、数字 4 桁の暗証番号の入力、取得する証明書の選択、
手数料の投入などが必要になります。

利用できる時間

マイナンバーカード
　※利用者証明用電子証明書（数字4桁の暗証番号）が
　　必要です。

利用に必要なもの

利用方法

１

２

３

４

５

マイナンバーPRキャラクター

マイナちゃん
URL  http://www.town.nichinan.lg.jp/p/1/15/7/26/
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□日 ・日時　□場 ・場所　□内 ・内容　□定 ・定員　□申 ・申込み　□問 ・問合せ　□対 ・対象者

　児童扶養手当は、ひとり親家庭等の生活の安定と自立を助

け、児童の心身の健やかな成長を願って支給される手当です｡

○対象者

　母子家庭の母、父子家庭の父、母や父にかわってそ

の児童を養育している方（養育者）

○注意事項

・「児童」とは、18歳に達する日以後最初の3月31日

　(18歳の年度末)までにある児童をいいます｡

　ただし、一定以上の障がいがある場合は20歳未満ま

　で手当が受けられます。 

・児童扶養手当は、申請により支給が決定される制度です｡

・児童数や所得額、養育費等の条件により支給金額が

　異なります。

・所得制限があります。

※現在受給者の方が改めて申請手続きをする必要はあ

りません。該当すると思われる方は、お気軽にお問い

合わせください。

　特別児童扶養手当は、障がいのある児童のため、身体や精神に障がいのある児童を育てている父や母な

どに支給される手当です。

〇対象者　身体や精神に中等度以上の障がいのある２０歳未満の児童を養育している保護者等。

〇手当額　１級：月額５２，５００円　２級：月額３４，９７０円　（４､８､11月に支給）

〇注意事項

・身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳とは異なる基準により認定されます。

・ご本人、配偶者または扶養義務者の所得等に応じた支給制限があります。

・児童が施設に入所している場合は対象になりません。

・毎年、所得状況について調べがあります。

□日・日時　□場・場所　□内・内容　□定・定員　□申・申込み　□問・問合せ　□対・対象

福祉保健課から各種手当のお知らせ募集お知らせ

児童扶養手当

　鳥取県西部広域行政管理組合が運営する火葬場「桜の苑」（米子市長砂町）で令和２年６月から実施し

ていました改修工事は、令和３年３月をもって完了しましたのでお知らせします。４月からは通常通り

ご利用いただけます。長期間にわたりご協力をいただき、誠にありがとうございました。

□問 〒689-3403 米子市淀江町西原1129番地１（米子市淀江支所内）

鳥取県西部広域行政管理組合事務局

【改修工事に関すること】TEL：0859-22-7722 FAX：0859-56-3152

【火葬予約に関すること】桜の苑TEL：0859-35-3344

鳥取県西部広域行政管理組合営火葬場「桜の苑」改修工事完了について募集お知らせ

特別児童扶養手当

　特別障害者手当は、常時特別の介護が必要な

重度の障がいをもつ方の、精神的、物質的な負

担の軽減の一助となるよう支給される手当です｡

〇対象者

　重度の障がいがあり、日常生活に常時特別の

介護を必要とする２０歳以上の在宅の方。

〇手当額

　月額２７，３５０円（５､８､11､２月に支給）

〇注意事項

・身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健

　福祉手帳とは異なる基準により審査のうえ認

　定されます。

・ご本人、配偶者または扶養義務者の所得等に

　応じた支給制限があります。

・施設に入所している方、病院や診療所に３か

　月以上入院している方は対象になりません。

・毎年、所得状況についての調べがあります。

特別障害者手当
□問 役場 福祉保健課 TEL：82-0374
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（令和３年２月16日～令和３年３月15日受付分）

令和３年２月末日現在
法令の改正により、外国人を含めた世帯数と人口を掲載
しています。

■世 帯 1,974 （−  4）  ■人 口  4,361 （ − 12）
■    男 2,062 （−  2）  ■　  女  2,299 （ − 10）

お悔やみ申し上げます
氏　　名　       　　       年　齢　　　　   住　所

花　倉　露　子　　 92歳　　　 豊　栄

中　嶋　貞　子　　 93歳　　　 河　上

舟　越　艶　子　　 94歳　　　 矢　戸

西　村　　　一　　 79歳　　　 福寿実

板　持　悦　子　　 84歳　　　 多　里

加　納　達　德　　 90歳　　   下阿毘縁

小　谷　功　惠　　 83歳　　　 神戸上

　梅や水仙の話題が飛びかうようになりました。今年は

例年より少し早めに春が訪れるようで、日南町でも気温

が少しずつあがり、春風が心地よく感じられます。

　議会３月定例において「2050年までの温室効果ガス

実質排出ゼロ自治体宣言」をいたしました。町の約９割

が森林である日南町は、森林による二酸化炭素吸収量により、す

でに実質ゼロと言っても過言ではありませんが、更にその吸収量

を増やしていくことを目指す自治体としたいと考えています。こ

れからも「ＳＤＧｓ未来都市」と合わせて日南町の顔として推進

していきますので、皆様のご理解とご協力をお願いします。広報

にちなんでの町長日誌は今月で最後とし、これからは皆様にお伝

えしたいことは特集としてご紹介する他、ホームページに新設予

定の「町長の部屋」で発信していきます。令和3年度も引き続きよ

ろしくお願いいたします。

（３月17日記）

町長

日誌

日南町長　　中村　英明

　日南町役場に新規採用と

なり、広報を担当して一年

が経とうとしています。この一年で沢山の

方と出会い、沢山の方の頑張りや思いに感

動し、沢山の方に助けていただいたと感じ

ています。取材に協力してくださった方、

読んでくださった方、励ましやアドバイス、

声をかけてくださった方々、本当にありが

とうございました。読んでいただける人が

元気になるような広報を目指し、これから

も頑張ります！

15　  広報にちなん令和３年４月

編集後記

役場企画課　８２－１１１５

荒　金　将　之　　　　　　　　阿毘縁
(佐藤)　 美　穂　　　　　　　　　霞

ご結婚おめでとうございます



オッサン

ショウオが行く 久代 善平さん
くしろ　　 ぜんぺい

プロフィール
　昭和57年8月25日生まれ。（神戸上）高校卒業後米子の会
社へ就職。Uターンし、伯父が自営していた山形木材に就職｡
その後日南町森林組合で11年勤め、平成29年に「久代林業｣
として独立。現在は4人で活動している。県内屈指の機械操
作技術をもっており、林業界に名を馳せている｡

なぜ独立しようと思ったのですか

　伯父が自営で林業を営んでおり、その姿を見てい
た影響だと思います。

綺麗な山とは

　間伐してあり、木漏れ日が差しているような山で
す。木が密集して生えている山はやはり暗いです
ね。間伐することにより、木と木の間に間隔が生ま
れ、太陽の光を十分に浴びることができます。そし
て深く根を張ることができ、倒木や土砂崩れなどの
災害を防ぐことにも繋がります。

　主には間伐作業です。サイクルとしては、作

業道をつけ、木を切り、搬出し、トラックで運

搬、の繰り返しです。また、伐期を迎えた山も

多く、全伐も徐々に増えてきました。

仕事内容は

久代林業

やりがいは

　手入れされておらず暗かった山が、間伐する

ことにより綺麗な山に変わっていくということ

です。自然の中での作業は大変な面もあります

が、気持ちが良いです。

大切にしていることは

　手を抜かずに作業をするということです。林

業は誰かがずっと見張っているわけではないの

で自分次第になってきます。自分は丁寧に作業

をし、綺麗な山にしたいと思っています｡

■編集･発行　日南町役場 企画課　〒 689－5292　鳥取県日野郡日南町霞800  TEL/0859－82－1115　FAX/0859－82－1478

手入れされていない山

間伐されている山


